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Practice of class by e-Learning system “Kakitsubata"
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要約 筆者らは, 2004年度から「かきつばだ」と呼ぶe-Learningを用いて,授業に活用することを研究してきた。

「かきつばだ」は,オープンシステムであるmoodleを用いて構築されている。moodleは授業者と受講生を登

録する。授業者は,コースを作成し,受講生はこれを閲覧などする。また連絡事項や資料,小テスト,課題,

フォーラムなど機能かおる。筆者のひとりの江島は,プレゼンテーションソフトで作成した資料を提示するな

どして授業を行った。また受講生は成績を参照できる。「かきつばだ」をよく利用している受講生は,成績も

良いようだ。
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1

経緯

筆者らは, 2002年から,インターネットを用いた教

育について実践的な研究を行ってきた。

インターネットを用いた教育にはいくつか方法が考え

られ,代表的なものとしては,

(1)Webやその検索などを用いて教材やデータベー

スとして利用する,

②メールなどを用いてコミュニケーションの教具と

して利用する,

図I Blo9によるSWMS

がある。筆者らの研究は後者に近いもので, Blogを

活用して,生徒・保護者・教員相互のコミュニケーショ

ンをはかるというものであった(図1)。

続いて筆者らは, 2004年から,いわゆるe-Learning

システムについて実践的な研究を行っている。

従来, e-Learningシステムによる学習は,テレビ

会議システムなどを用いた同期型によるものや,遠隔

教育をﾄ]的としたものが注目されることが多かった。

しかし筆者らは,いわゆるプレンディッドラーニング

に注目した。これは,通常の集合教育による受講者の

授業内での学習と, e-Learningによる授案外の学習

をシームレスに結びっけ,学習効果を高めることを目

標とするものである。

そこで筆者らは,moodle(Modular Object-

Oriented Dynamic Learning Environment)と呼

ばれるe-Learningシステムを導入し,これを用いて

コースを作成し運用してきた。

2。概要

筆者らは,導入したe-Learningシステムに「かき

つばだ」という愛称をつけた。もちろん本学のシンボ

ルマークに因んでいる(図2)。

moodleはMartin Dougiamas氏が中心になって

開発されている。同氏は, e-Learningの商用ソフト

ウェアであるWebCTを使用・管理してきた経験がある。

moodleは社会的構成主義(Social Constructivism)

に基づくCMS (Contents Management System)で

あるとされている。 GNUのGeneral Public License

というオープンソースソフトウェアのライセンスを採
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用しており,無償で使用できる。筆者らは, WebCT

の使用の経験があり,「かきつばた」導人にあたって。

これと比較検討を慎重に行った。もちろんその他の

e-Learningシステムとの比較検討も行った。また,

筆者らは,ライセンスの問題もとても検討した。また

海外との交流事業での活用も視野に入っており,多言

語対応していることも重要な要因であった。

図2「かきつばた」

moodleは, PHP言語で記述されており,これと

ApacheなどのWebサーバ, MySQLなどのデータ

ベースがあれば概ね動作する。筆者らは,これを

Fedora Core上で動作させている。 これらはすべて

オープンソースソフトウェアのライセンスを採用して

いるものである。

moodleは,概ね,授業者と受講者がアカウント登

録をすることによって, Web上でそれぞれが交流を

特つというシステムとなっている。授業者は, moodle

上でさまざまなコンテンツを開発する。コンテンツの

まとまりはコースと呼ばれる。受講者はそのコンテン

ツにアクセスして学習を行う。この他にシステムの管

理者も設定されている。

「かきつばだ」では,概ね授業1つにコース1つが

対応している。よってコースの数がほぼそのまま「か

きつばだ」を活用している授業の数と考えて良い。た

だし中には「6年一貫コース」のコースや,韓国への

研修旅行を行う学生を対象にしたコースなど,やや授

業とは異なる性格のものもある。 2006年度だけでも28

のコースが利用されている。

「かきつばだ」への受講生の登録は,基本的には受

講者自らが行うこととしている。 しかし授業者が強制

的に登録することも可能である。またmoodleは認証

にはLDAPサーバなどを用いることもできるが,「か

きつばだ」では行っていない。

3。機能

「かきつばだ」では以下のような機能を用いている。

授業のための「コース」を作成し,そこに授業者は,

連絡事項や授業の資料,小テスト,課題,フォーラム

などのコンテンツを置く。学習者はそれらコンテンツ

を閲覧し,自由にダウンロードなどができる。また学

習者は,自らがフォーラムに参加したり,小テストを

受けたり,課題を提出したりする。これらにはアクセ

スできる場所や提出できる期限の制限を設けることが

できる。

「かきつばだ」のコースは,基本的には受講者しか

閲覧できない。moodleでは誰でも閲覧できるような

設定も可能であるが,それは行っていない。しかし受

講者は,しかるべき認証を経て,「かきつばだ」を学

外からでも利用できる。これは学外から利用できない

ようにも設定はできる。

また認証を経ているので,受講者は「かきつばた」

の画面デザインなどを個別に変更できる。ただし実際

にやっている受講者はあまり多くないように感じる。

フォーラムやメールにより, Web上で授業者と受

講生が議論を行ったり,受講生の質問に答えたりする

ことができ,授業外での授業者と受講生,あるいは受

講生間の接触を促進する。一部の授業者は,毎回感想

を書かせているようである。

この他,課題や小テストを行い,その結果を集計す

ることができる。

なおシステム管理に着目すれば,「メンテナンスモー

ド」が用意されており,いったんこのモードに移行し

た後,システムのバージョンアップなどを行うことが

できる。「かきつばだ」で使用しているmoodleはす

でに複数回のバージョンアップを経ており,現在のバー

ジョンは1.5.4である。

バージョン1.5.4時点でのmoodleは,携帯電話に

は対応していない。また,出席を取る機能がない。

4。教材

実際に筆者らが作成したコースや教材をみる。

図3は筆者のひとりである江島が作成した「人間と

生活展開n(メディア教育)]のコースである。週ご

とに分けるフォーマットを採用している。この他に人

別に分ける,トピックごとに分けることもできる。

江島は,教材を以下の手順で作成する。

ほぼすべての教材はMicrosoft社のPowerPoint

などのプレゼンテーションソフトを用いて作成する。
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必要に応じて,アニメーションを付加したり,ビデオ

映像を埋め込んだりする(図4)。江島は,概ね1つ

の授業で30枚程度のスライドを使用する。

図3「人間と生活展開Ⅱ(メディア教育)」のコース

これをAdobe社のAcrobatを用いてPDFに変換

する。 この時,江島は, PDFにパスワードを設定す

るなどして,受講者が教材を自由に変更できないよう

にしている。ただしこのPDFはスクリーンリーダー

などには対応できるようにしている。これにより視覚

障害者なども教材を“閲覧"することができる。

またプリントとして必要な教材なども, Microsoft

社のWordなどのワープロソフトを用いて作成する。

これも同様にPDFに変換する。

このため江島は,基本的に授業中に板書したり,プ

リントを配布したりすることがほとんどない。

必要に応じて,課題や小テストをコースに設定する。

図4は検索エンジンをテーマとした小テストで,受講

生は授業時間中に検索エンジンを使ってこれらの小テ

ストに答える。採点は記述式のものなどを除き,予め

設定した正答と照合され,自動で行われる。正答を提

示するタイミングは選ぶことができ,例えば受講生が

答えた直後なのか,それとも全体で小テストが終わっ

たタイミングか,あるいは提示しないということも設

定できる。

図4で用いた小テストには評価の点数を配分してい

ない。点数は授業者の判断で,課題や小テストに任意

に配分できる。江島が担当した別の授業では,実際に

点数を配分して小テストを行っている。

図4 検索エンジンをテーマとした小テスト

図5はビデオを視聴する際に,その観点などをまと

めさせたアンケートである。 Webであるが,ワープ

ロのように多彩な表現で記述できる。文字数などは授

業者が予め設定できる。
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図5 ビデオの観点をまとめたアンケート

図6は,新聞の折込広告を調べて,その結果を提出

させる課題である。提出された課題は,授業者がコメ

ントをつけ,採点を行う。コメントや採点結果は,受
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講生は自らのものを見ることができる。

5。授業

図6 新聞の折込広告調べ

筆者らが実際に行った授業の事例を紹介する。

表1は,「人間と生活展開Ⅱ(メディア教育)」の

シラバスである。これを紹介する。

教科書を指定しており,授業の内容は教科書にほぼ

準拠しているが授業においてはほとんど使用しない。

江島は受講生に「本目の授業の内容は教科書○頁から

○頁なので,帰りなどに読んでおくように」という指

示をしている。「人間と生活展開Ⅱ(メディア教育)」

においては,教科書は可搬性と一覧性の高いまとめと

いう位置づけである。後述するノートパソコンや「か

きつばだ」に資料などポートフォリオが蓄積されるが

受講生にとっての可搬性や一覧性は必ずしも良くない。

そこで教科書はそれを補完する。

江島は出席のみ,履修者名簿を用いて確認している。

受講生は,全員がノートパソコンを持参し,ネット

ワークに接続しながら授業を受ける。これにより授業

中に「かきつばだ」を参照できるので,授業の資料や

課題などをすべて見ることができる。

しかし江島は,これとは別にプロジェクタを用意し,

プレゼンテーションソフトのスライドショーによる資

料の提示を行っている(図7)。

これは,2つの理由がある。

1つは,プレゼンテーションソフトによる資料は,

PDFに変換する際,アニメーションなどの一部の情

報が失われてしまう。そのため,それを受講生に見せ

るためである。もう1つは,授業の進捗を,受講生に

はっきりと示すためである。受講生は,プレゼンテー

ションによる資料と,「かきっばだ」による資料の両

方を参照することによって,現在授業がどこまで進捗

しているかがはっきりと分かると同時に,必要なら前

後に移動して確認することもできるのである。

-

表1 「人間と生活展開Ⅱ(メディア教育)」のシラ

バス

また江島は,授業中のインターネットの使用などを

受講生に制限していない。むしろ逆に,「○○につい

てもっと詳しく知りたい人は,検索エンジンなどを使っ

て調べてみてください」と発言することがよくある。

残念ながらフォーラムは受講生にほとんど利用され

ていない。
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6。評価
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江島が行った「人間と生活展開H(メディア教育)」

を例に紹介する。

全部で10回の課題や小テストを課し,そのうち4回

を評価の対象として採点した。すべての受講生は,木

人のもののみ,これら個別の評価を「かきっばだ」上

で参照できる。最終的な成績は,これらの合計点によ

るとした。評価(A, B, C, D)は受講生には提示し

ていないが,冊子「履修の手引き」にあるとおりの評

価を行うことを予め通知してあるので,受講生は点数

から自分の評価を知ることができる。

いわゆる出席点は考慮していないが,前述のように

出席は別途確認しており,3分の2に達しない受講生

は評価していない。ここが「かきつばだ」で処理でき

ない。

7。学習履歴

受講生が,資料の参照や課題の提出,小テストの受

験,フォーラムヘの参加などを行うことをmoodleで

は「活動」と総称している。この活動はすべて履歴が

残されている。これを学習履歴と呼ぶこととする。学

習履歴は,一一般的なWebのログとは異なり,例えば

Webページを参照したからと言って,必ず残される

ものではない。前述のように,例えば課題を提出する

と記録される。よって,筆者らは,実質的な学習活動

を記録していると考えている。

2006年度前期に江島が担当した「人間と生活展開Ⅱ

(メディア教育)」では5129の学習履歴が残された。受

講生は29名であるから,平均176.9の学習履歴がある

ことになる。最大は356で,最小は27である。また開

講回数は14回であったので,1回あたり12.6である。

これを成績上位群15名と下位群14名に分けた(表2)。

14位と15位の受講生が同点であったので,上位群に含

めた。それぞれ平均が199.8と152.3,標準偏差はそ

れぞれ78.7と78.3となった(表3)。成績上位群と下

位群の学習履歴の平均値の差についてt検定を行った

ところ,有意差(p<｡05)が認められた。また母分散

を検定したが有意差はなかった(p<｡05)。

表2 成 績

8。まとめ

表3 学習履歴

筆者らは2004年度からe-Learningシステム「かき

つばた」を用いて実践的な研究を行ってきた。これは,

通常の集合教育による受講者の授業内での学習と,

e-Learningによる授業外の学習をシームレスに結び

つけ,学習効果を高めることを日標とするものである。

現時点では,果たしてこの目標が達成されているかど

うかは,残念ながら確認していない。 しかし,「かき

つばだ」でよく活動している受講生は,評価も高く,

またあまり活動していない受講生は,評価も低いと言

えるようだ。

今後はこうした点をより深化させて,研究を進めて

いきたい。

なお,本研究は平成16年度ならびに17年度教

育改善推進費(学長裁量経費)学長プロジェクト

「E-Learning実験プロジェクト」として行なわれた

ものを含んでいる。
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